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A Study on IFRS 16 Leases: Accounting for Lessors 
 




2016 年 1 月、国際会計基準審議会（International Accounting Standards 
Board: IASB）から国際財務報告基準（International Financial Reporting 
Standards: IFRS）16 号「リース」（以下：IFRS16）が公表され、また、2016
年2月には、米国財務会計基準審議会（Financial Accounting Standards Board: 




10 年 1 をかけた最終的な成果物が公表されたことにより、リース会計基準に一
定の方向性が定められた。IFRS16 は 2019 年 1 月より、Topic842 は 2018 年
12 月より、適用が開始されることになる。わが国においても、IFRS16 とのエ
ンドースメント作業が進められており、企業会計基準委員会（Accounting 
Standards Board of Japan: ASBJ）は、IFRS16 を修正等はしない方向である



























なお、IFRS16 では、リースの定義と識別について、付録 B の詳細なガンダ
ンスに加えて、フローチャート（IFRS16.B31）や設例での対応もしている。 

































































明された次の図表 1 を参照されたい。 
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所有権移転ファイ 所有権移転条項 割賦購入との整合性 実質優先思考
ナンス・リース 割安購入選択権 ［所有権の移転］ [所有に伴うリスクと
所有権移転外ファ 現在価値基準 便益の実質的移転]


































































































































































3.2. IFRS16 における借手と貸手の仕訳について 
借手と貸手の会計処理の整合性についての検討するにあたり、まず、図表 2
で IFRS16 における借手と貸手の仕訳を確認する。 
 
図表 2 借手と貸手の仕訳 
借手 
当初認識時 
（借）使用権資産 ×××  / （貸）リース負債 ××× 
事後測定 
（借）リース負債 ×××  / （貸）現 金 預 金 ××× 
   支 払 利 息 ×××   




（借）未 収 金 ×××  / （貸）原資産（リース対象資産） ××× 
事後測定 
（借）現 金 預 金 ×××  / （貸）未 収 金 ××× 
              /    金利収益 ××× 
OL 
当初認識時 
（借）現 金 預 金 ×××  / （貸）受取リース料 ××× 
事後測定 
















































ず、これまでのリース会計改訂プロジェクトの経緯を図表 3 で概観する。 
 
図表 3 リース会計改訂プロジェクトの経緯 
・2009 年 3 月 19 日 ディスカッション・ペーパー公表 
  使用権モデルの提唱 
・2010 年 8 月 17 日 公開草案公表 
  借手：単一の会計モデル（使用権資産モデル） 
  貸手：二つの会計モデル（履行義務アプローチ、認識中止アプローチ） 
  ・原資産に関連する重要なリスクまたは便益が貸手にとどまるか否かに
基づくリース分類（貸手のみ） 
・2013 年 5 月 16 日 改訂公開草案公表 
  借手：二つの会計モデル（2 種類の使用権資産モデル） 
  貸手：二つの会計モデル（債権・残存資産モデル、OL 類似アプローチ） 
  ・原資産の種類及びリースを通じた経済的便益の費消割合に着目する、
借手・貸手共通のリース分類 
・2016 年 1 月 13 日 最終基準書公表 
  借手：単一の会計モデル（使用権資産モデル） 











識することを要求する会計処理は、2000 年の G4＋1 のポジション・ペーパー
においても提案されている 16。また、図表 3 にあるように、リース会計改訂プ
ロジェクトにおいては、借手の会計処理と同時に貸手の会計処理について検討
が行われてきているが、2010 年の公開草案（Exposure Draft：ED）、さらに
は 2013 年の ED においても、貸手の会計処理として、残存資産を別計上とす
る会計処理が提案されている。2010 年 ED の認識中止アプローチと 2013 年
ED のタイプ A リース（図表 3 にあるように、2013 年 ED では、リースを原資
産の種類を通じた経済的便益の消費割合に着目して、借手・貸手共通のリース
分類を行っており、リースをタイプ A とタイプ B に分類している）の会計処理
である債権・残存資産アプローチがそれに該当し、それらの会計処理は基本的










3.4. 2013 年 ED において貸手に提案された債権・残存資産モデル 


















3.5. 2013 年 ED において貸手に提案された債権・残存資産モデルおよび貸手
に単一の会計モデルではなく二つの会計モデルを適用するとしたこと対
して寄せられたコメントをもとにした論点の整理・検討 
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